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4工区
平面図

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号 9    葉中    1

縮尺

川内佐井線

工事番号 4工区平面図

13

1

S=1:500(A1)
S=1:1000(A3)

地山補強土工(H=1.12～3.64m) L=81.71m

NO.607+6.7～NO.611+11.0 防護柵基礎ブロック工(BC-20)  L=82.0m

排水工(L型側溝撤去再設置) L=13.2m

NO.607+2.9～NO.608　　　区画線工(外側線右) L=17.1m

NO.607+6.7
端部すりつけ部
(土工部) L=0.6m

NO.611+10.4
端部すりつけ部
(防護柵基礎部) L=0.6m

施工延長　L=27.0m

工
事
起点

No.608+4.98

工
事
終
点

No.
60
9+
12.

47

地山補強土工(H=2.55～3.64m) L=27.0m

No.608+5.0～No.609+12.5

NO.607+6.7～NO.611+11.0

NO.607+7.7～NO.611+10.0 防護柵工(Gr-C-2B)  L=81.0m

NO.607+6.7～NO.611+10.4　縁石工(歩車道境界ブロックC種片面R) L=81.5m

NO.607+2.9～NO.612+4.2　舗装工(車道As舗装) A=444.7m2

NO.611+11.0～NO.612+4.2

NO.607+2.9～NO.612+4.2　区画線工(外側線左) L=99.5m、(中央線) L=50.7m

NO.607+7.7～NO.611+10.0　道路付属施設工(視線誘導標 防護柵用) N=6.0基



図　示

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号

縮尺

川内佐井線

工事番号

【4工区】
標準断面図

標 準 断 面 図
【 4工区 】

13
2

標準断面図
S=1:100(A1)

擁　壁　部

区画線標準図

(As)

n%n%

土　工　部

U型側溝360型
(As)

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

n%
n%

Bn

地山補強土パネル板

H=1.2m W=1.8m

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

充填材(コンクリート)

歩車道境界ブロック

擁　壁　部

上層路盤

下層路盤

凍上抑制層

(C種片面R)（1:3）

（再生砕石 RC-40）

LS1-B 250B

(BC-20)

L型側溝

（再生砕石 RC-40）

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

上層路盤

下層路盤

凍上抑制層

(18-8-40)

(RC-40) (18-8-40)(RC-40)(RC-40)

上層路盤

下層路盤

凍上抑制層

(18-8-40)

(RC-40)(RC-40)

(土工部) (防護柵基礎部)

防護柵工標準図

（Gr-C-2B）

（1:3）

（再生砕石 RC-40）

(BC-20)

（18-8-40）

視線誘導標標準図

700

路肩部詳細図

1：
1.
5

保護路肩

車道幅員
路 肩
750

50 50

上層路盤

下層路盤

凍上抑制層

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

舗装復旧工

表　　層　　 2 密粒度As(13)       t= 4cm

表　　層　　 8 密粒度G13F改Ⅰ     t= 3cm

上層路盤　　粒調砕石 M-40       　t=12cm

下層路盤　　再生砕石 RC-40      　t=12cm

凍上抑制層　路盤用砂　　  　　　　t=14cm

舗装復旧工

表　　層　　 2 密粒度As(13)       t= 4cm

表　　層　　 8 密粒度G13F改Ⅰ     t= 3cm

上層路盤　　粒調砕石 M-40       　t=12cm

下層路盤　　再生砕石 RC-40      　t=12cm

凍上抑制層　路盤用砂　　  　　　　t=14cm

(C種片面R)

(撤去再設置)

1:
1.
5

S=1:200(A3)

S=1:100(A1)
S=1:200(A3)

ガードレール用

（撤去再設置）

ガードレール支柱

挿入位置

既設支柱

詳細図

S=1:5(A1)
S=1:10(A3)

(1:3)

(片面片下り)

 切下げ型  側 面 図 

(片面片下り)

(1:3)(1:3)

(片面片下り)

 切下げ型 

令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

9    葉中    2
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路
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外側線 実線 W=15cm

中央線 破線 W=15cm
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1段目 ▽105.665

2段目 ▽104.465

3段目 ▽103.265

4段目 ▽102.065

5段目 ▽100.865

6段目 ▽99.665

7段目 ▽99.065

NO.611+11.005

NO.611

NO.610+10.000

NO.610

NO.609+16.612

NO.609+9.018

NO.609
NO.608+18.569

NO.608+8.674

検討断面【NO.608+18.569】上から配置

▽101.340

▽101.855

▽102.458
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4工区地山補強土工計画図

(垂直勾配)

S=1/100

1段目▽105.665

2段目▽104.465

3段目▽103.265

4段目▽102.065

5段目▽100.865

6段目▽99.665

7段目▽99.065

L 1=   0.00 (m)

背面排水材

L 2=   3.60 (m)

L 3=   9.00 (m)

L 4=   9.00 (m)

L 5=  14.40 (m)

L 6=   3.60 (m)

L 7=  12.60 (m)

NO.608+8.674

NO.608

NO.607+16.638

NO.607+6.684

▽105.888
▽106.252
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▽107.251
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パネル数量（合計）

 Sパネル (1穴 1200*1800) 12 枚
標準

  12 枚

異形タイプ

   0 枚

 Dパネル (2穴 1200*1800) 22 枚
標準

  15 枚

異形タイプ

  7 枚

 Hパネル (1穴 1200*900) 0 枚
標準

   0 枚

異形タイプ

   0 枚

 ST特パネル (調整・最下段用)

   　　　  　　　(600*1800)
5 枚

標準

   5 枚

異形タイプ

   0 枚

 テーパー座金 10° 56 個 ― ―

定着プレート

横向設置

基本段

補強材位置

凡　例

補強材長さ

パネル種類

※

※印は、定着プレートを横向きにする

背面排水材

水抜き穴

3.0

S

検
討
断
面

検討断面【NO.608+18.569】上から配置

※線形等形状においては現地調査を行い適宜修正を要します。

※既設擁壁の位置を調査し、削孔の可否を確認及び適宜修正を要します。

U型側溝360型
(As)

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

5.430%
5.818%

Bn

基礎地盤
最大崩落部

1
:
0
.
0

PANWALL板

H=1.2m W=1.8m

L=7.0m@0.9m (-10度下向き)
L=6.0m@0.9m (-10度下向き)

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

充填材(コンクリート)

標準横断図

展開図
4工区

地山補強土工計画図
S=1:100

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号

縮尺

川内佐井線

工事番号

※崩落部は確実に充填可能であることを前提とします。

※裏込め材・充填材等不明確な数量は変更協議対象とします。

1:1.5

1:
1.
5

▽104.181

DL=95.000

▽103.265

▽102.026

▽101.304

▽101.236

▽101.029▽100.939

13
3

11.59 ㎡

0.83 ㎡

1.20 ㎡

NO.608+4.983

NO.609+12.469

令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

9    葉中    3

2 1

2 1

検討断面【NO.609+9.018】上から配置

検討断面【NO.609】上から配置

10764 9332 9400 3195 7161 8529 1430 9903

300

検討断面【NO.610+10.000】上から配置検討断面【NO.611】上から配置

検討断面【NO.607+6.684】上から配置

8674 3363 9955

300
750 3227 3227 573

7777

3
6
3
6

9
1
8
1

3451

3691



正面図 S=1:30 

Ｓ Ｓ

ST

ＳＳ

2

2

天端摺合せ部詳細図

コンクリート

現場打ち

標準詳細構造図 S=1:15

補強材(異形棒鋼)

グラウト注入

1 - 1 断面 S=free

(2.0) 0.2x10=2.0

数　量規　格

天端工 10m当り

名　称 摘　要

m3

型　枠

コンクリート (0.5)18-8-25

プレキャスト板

モルタル接着

補強材キャップ

背面充填コンクリ-ト

m2

0.5x0.1x10=0.5

据付コンクリ-ト

既設ブロック面

１
：
N

天端コンクリート

既設ブロックの水抜き管を誘導する

1

1

単位

ST補強コンクリート以外

（基本段のみ）

(σck 24N/mm2)

天端コンクリート(18-8-25)

定着部詳細構造図 S=1:5

補強材(異形棒鋼）

グラウト注入

補強材角度　10度

※防錆処理は工場処理

※補強材角度保持のため、テーパー座金を使用する。

補強材キャップ

モルタル充填

φ12 全ネジ

φ12 タップ

(120kg/30箇所=4.8袋/30箇所)

モルタル充填

4kg/1箇所当り

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

テーパー座金(M30)

ナット(rM30)

定着座金(150x150x9)

止水パッキン(150x150x5)

（亜鉛メッキ処理）

定着プレート(280x280x12)

目地モルタル詰め

プレキャスト板（化粧仕上げ）

意匠パネル

(小岩：35)

2 - 2 断面 S=1:10

(18-8-40)

現場打ちコンクリート

(天端コンクリート)

Con打継ぎ目

(要求のある場合)

化粧型枠

4本/2.16m2

背面充填コンクリ-ト

D13 アンカー

18-8-40

数　量 摘　要規　格

m3

名　称

型　枠 m2

現場打ちコンクリート 1 m3当り

2.000

D13 L=300 本

1.0/0.500=2.000

※既設ブロック等の補強の場合は現場打ちを基本とする。

斜線部を現場打ちコンクリ-トとして計上

1.000

2

単位

コンクリート

鉄　筋
補強コン高200mm以上

2本/1.8m

(ブロック積み補強)

摘　要

型　枠

コンクリート

数　量規　格

0.3x10=3.0(3.0)

埋戻しコンクリート 10m当り

名　称

18-8-40 (1.11)m3

m2

埋戻しコンクリート

 0.30x0.37x10=1.11

埋戻しコンクリート詳細図 S=1:10

※既設ブロック等の補強の場合は現状に合わせた形状とする。

　形状によりST用鉄筋アンカーを4本/2.16m2で差筋をする。

単位

注）埋戻しコンクリートの幅、高さは隣接する側溝などにより異なる。

 パネル前面の200mmはコンクリート投入口になるので狭めないこと。

18-8-40（最下段） ※全部順巻き施工する場合は不要。

4工区地山補強土工構造図(1)

4工区
地山補強土工構造図(1)
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下北地域県民局 地域整備部
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図　示
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φ32

φ90

1
0
0

500

1
0
°

120

補強材長

1,000(
防錆処理)削孔長

180

180

1
0
0

500

1
0
0

200

200

H

200

3
0
0

370



※法面整形後、金具レッグ部を地山に打込み、

レック部
フェース部

全ネジ M12*95

- 使 用 方 法 -

  フェース部をネジで調整してパネルを据え付ける。

※既設ブロックとパネルの離れが大きい場合は代替品も使用。

据付金具構造図(参考図) S=1:2

補強材及びスペーサー配置図 S=1:50

６．０　（3.0＋3.0）

５．５　（3.0＋2.5）

６．５　（3.0＋3.5）

７．５　（3.0＋4.5）

７．０　（3.0＋4.0）

５．０　（つなぎ無）

２．０　（つなぎ無）

２．５　（つなぎ無）

４．５　（つなぎ無）

４．０　（つなぎ無）

(箇所)

補強材長

(ｍ)

スペーサー

　　６

　　５

　　６

　　７

　　７

　　５

２

２

　　４

　　４

　　  10

　　９

　　８

　　８

　　９

　規　格

(ｍ)

３．０　（つなぎ無）

３．５　（つなぎ無）

　　３

　　３

９．５　（4.5＋5.0）

８．０　（3.0＋5.0）

８．５　（3.5＋5.0）

９．０　（4.0＋5.0）

１０．０　（5.0＋5.0）

：防食処理

○ ：スペーサー

：継　手

　(抜出防止対応型)

※裏込め注入前に座金及びナットの内側に

を防止する。

セットし、定着部からの裏込め材の漏れ

止水パッキン(PE30倍)

定着座金(150x150x9)

ナット

定着部止水パッキン t=5mm

定着部パッキン取付け図 S=1:3

(M30)

切れ目

※棒鋼はナットよりも

　必ず少し出す。

 (0≦ネジ山≦2山)

PL-12

M16

PL-16 PL-9

PL-9

PL-12

PL-6

φ19

パネル吊り金具詳細図 S=1:5

勾配調整孔

ハンドル

パネル固定棒

パネル固定

(PE30倍)

目地バックアップ材

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

 正 面 図 

(施工時取付)

モルタル充填

ＶＵφ50

排水材

Ａ部断面 S=1:5

※切土面から50mm以上離れる場合は

　切土面側に背面排水材を設置して

　塩ビ管を伸ばす。

小口止めコンクリート詳細図 S=1:30

 正 面 図  側 面 図 

小口止めコンクリート

※側面寸法は隣接する構造物により変化する。

D13 アンカー

4本/2.16m2

モルタル止め材 50x100

(PE30倍)

※裏込め注入前にパネル下端及び左右端部にセットし、

 断 面 図  正 面 図 

モルタル止め材使用例(参考図） S=free

  裏込め材の漏れを防ぐ。

※数量には計上していない。

裏込め注入材

※粘着テープを剥がして貼り付ける。

 目地バックアップ材詳細図(参考図) 

(PE30倍)

高発泡ポリエチレン

Ａ部

水抜きパイプ（φ50）

背面排水材（50x150）

背面排水材設置図(参考図) S=1:50

※　背面排水材は、既設擁壁の水抜き穴に

ＰＰ繊維マット

    合わせ現地で調整する。 

パネルジョイント部目地バックアップ材(参考図)

目地バックアップ材

Ｂ－Ｂ断面図 S=1:5

※パネル据付け前に目地バックアップ材をパネル端部に貼り付け、

Ａ－Ａ平面図 S=1:5

　パネルジョイント部からの裏込め材の漏出を防止する。

目地バックアップ材

背面側

背
面
側

テーパー座金

w：垂直380,1分330,2分270mm

1
：

N
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※地層推定線は、4B-1ボーリング柱状図から道路地形に併せて作図したものである。
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01.8

52m
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05m

Dg1

Bn

Dc

Dg2

Cs-w

記号 主な土質・岩質

Dg1

時代

地　層　凡　例

確認層厚 N値

(回)(m)

2.10

2.40

3.50

3.05 50以上

13

3～5Dc

Dg2

Cs-w

礫混じり粘土

粘土混じり砂礫

風化流紋岩

洪積第1礫質土層

洪積粘性土層

風化部

第

四

紀

新

三

紀

中

新

世

佐

井

層

新

～

世

完

世

新

更

第

11～31

地質

粘土混じり砂礫

洪積第2礫質土層

- --Bn

地  層  名

盛 土 層

10
7.

81
9

10
4.

03
8

10
1.

48
1

L=37.486m
L=46.814m

i=10.086%
i=5.462%

地山補強土工(H=1.12～3.64m) L=81.71m

13
6

4工区
縦断図

V=1:100
H=1:500

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号

縮尺

川内佐井線

工事番号 4工区縦断図
令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

9    葉中    6

地山補強土工(H=2.55～3.64m) L=27.0m

No.608+5.0～No.609+12.5

施工延長　L=27.0m

工
事起

点
No.608+4.98

工事
終
点

No
.60

9+
12
.47

NO.607+6.7～NO.611+11.0



U型側溝360型

(As)

U型側溝360型
(As)

U型側溝360型
(As)

起点側

終点側

DL=95.000

NO.608+8.674

GH=105.600

FH=

DL=95.000

NO.608+18.569

GH=104.728

FH=

DL=95.000

NO.609(No.609+3.7)

GH=104.627

FH=

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

1.981%

5.291%

5.430%

5.535%
6.000%

5.818%

5.532%

3.553%

Bn

Bn

Bn

Bn

基礎地盤

最大崩落部

(As)

DL=95.000

NO.609+9.018

FH=

GH=103.885

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
5

L=5.5m@1.8m (-10度下向き)

L=7.0m@0.9m (-10度下向き)

L=5.5m@1.8m (-10度下向き)

L=7.0m@0.9m (-10度下向き)

L=6.0m@0.9m (-10度下向き)

L=7.0m@0.9m (-10度下向き)

L=5.5m@1.8m (-10度下向き)

L=6.5m@0.9m (-10度下向き)

L=7.5m@0.9m (-10度下向き)

13
8

S=1:100(A1)
S=1:200(A3)

4工区横断図(2/4)

4工区
横断図(2/4)

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号

縮尺

川内佐井線

工事番号

NO.608+8.7 ～ NO.609+9.0

m2

床掘(土砂、現場制約有)

埋戻(現場制約有)

2.1

3.5m2

m

m

m2

盛土法面整形

防草コンクリート

機 械 掘 削

m2

床掘(土砂、現場制約有)

埋戻(現場制約有)

2.2

2.8m2

m

m

m2

盛土法面整形

防草コンクリート

機 械 掘 削

m2

床掘(土砂、現場制約有)

埋戻(現場制約有)

1.9

2.8m2

m

m

m2

盛土法面整形

防草コンクリート

機 械 掘 削

m2

床掘(土砂、現場制約有)

埋戻(現場制約有)

2.5

6.1m2

m

m

m2

盛土法面整形

防草コンクリート

機 械 掘 削

0.7m基面整正

0.7m基面整正 0.8m基面整正

0.7m基面整正

2.2

作業土工

1.6

土　 工

1.0

2.3

作業土工

1.6

土　 工

1.0

1.8

作業土工

1.7

土　 工

1.0

2.8

作業土工

1.9

土　 工

1.0

※ ( )はNO.608+18.569より終点側
　 を示す。

令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

9    葉中    7

750 3191 3191 589

7721

750 2944 2944 750

7388

750 3227 3227 573

7777

750 3250 3250 750

8000

790

舗装復旧 3594 500 通行幅 3500605
100

舗装復旧 3841 500 通行幅 3500605
100

舗装復旧 3877 500 通行幅 3500605
100

舗装復旧 4690 500 通行幅 3500605
100

工事起点

NO.608+4.98

工事終点

NO.609+12.46
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S=1:500

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号

縮尺

川内佐井線

工事番号

B=3.5m(半車線), L=15m

B=3.5m(半車線), L=20m

施工スペース端部から約30m

施工スペース端部から約25m

4工区地山補強土工

N=1基
N=1本

単管足場

仮設道路標準断面図
S=1:100(A1)
S=1:200(A3)

(As)

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

n%
n%

Bn

1:
1.
5

500以上

単管足場

削孔機

【4工区】
仮設図(参考図)

S=1:500(A1)
S=1:1000(A3)

【4工区】仮設図
(参考図)

13

12

令和　8　年度　道路災害防除　工事

繰 第　　7150　　号

9    葉中    8

施工スペース

矢印看板

敷鉄板設置撤去工(22x1524x6096)  L=149.3m A=232.3m2(N=25枚)

仮設道路 L=149.3m

矢印看板

施工スペース

標識撤去工(警戒標識)
視線誘導標撤去工(土中用)

足場工

停止位置

停止位置

敷鉄板

余裕幅

施工範囲 通行幅 3500

1500
足場工

4000

バリケード等



13
13

標準断面図
S=1:100

擁　壁　部

(As)

n%n%

土　工　部

U型側溝360型
(As)

Dg1

Dc

Dg2

Cs-w

n%
n%

Bn

地山補強土パネル板

H=1.2m W=1.8m

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

充填材(コンクリート)
(C種片面R)

(既設移設)

1:
1.
5

図　示

下北郡佐井村湯ノ川越国有林　地内

路 線
河 川

施　 工
箇　 所

令和　　年度　　　　　　工事

第　　　　号

名

青　　森　　県

下北地域県民局 地域整備部

図面番号   葉中

縮尺

川内佐井線

工事番号

【4工区】
土工区分図

土 工 区 分 図
【 4工区 】

機 械 掘 削

盛土法面整形

防草コンクリート

m2

m

m

m2 - -

- -

埋戻(現場制約有) m2

床掘(土砂、現場制約有)

基面整正 m - -

- -

- -

土　 工

- -

作業土工

750 車道幅員 車道幅員 路肩幅員

道路幅員

通行幅 3500舗装復旧605
100

防草コンクリート

車道幅員 路肩幅員

道路幅員

擁
壁

高

500

歩車道境界ブロック

外側線

750 車道幅員

中央線

通行幅 3500舗装復旧 500

外側線
中央線

防護柵基礎(BC-10)

ガードレール(Gr-C-2B)

L型側溝


